
Ｈ２１.１２.２１ 設楽ダム猛禽類検討会 議事概要 

 

○日  時：平成２１年１２月２１日（月） １５時００分～１７時５０分 

○議事概要： 

 

表 Ｈ２１.１２.２１ 設楽ダム猛禽類検討会の議事概要 

議事項目 議事内容 報告事項 委員の主な意見 意見に対する回答 

1.猛禽類検討
会の検討経緯
について 

・ 猛禽類検討会
の経緯、前回
検討会での指
摘と対応につ
いて報告し
た。 

・ 特になし ・ CCDカメラの撮影記録から
雛の消失原因は分かったの
か。 

・ 事務局：雛や親の様子に
ついては、目立つような
行動はみられなかった
ことから、CCD カメラ
から消失の原因は特定
できなかった。 

・ C ペアの幼鳥の行動範囲を
推定する際に、7月、8月の
巣立ち後のデータを入れる
必要があるのではないか。 

・ 事務局：7月、8月は、
巣の近くから動かない
ため、行動圏の大きくな
った11月以降のデータ
を用いて推定した。 

・ B ペアの巣が大きく移動し
たが、個体の入れ替わりは起
こったか。 

・ 事務局：個体の入れ替わ
りは確認できていない。

・ クマタカ、オ
オタカ、ハチ
クマ、サシバ
の調査結果に
ついて報告し
た。 

・ B ペアが既往の
営巣地より大き
く離れた場所で
繁殖に成功し
た。 
・ Ｃペアの行動圏
の内部構造の検
証を行った。 
・ ダム事業以外の
工事計画に対す
るオオタカへの
影響を検討し
た。 

・ ダム事業以外の工事計画に
関しては、オオタカの巣から
も距離が離れており、建設に
ついては、問題ない。 

・ 事務局：来シーズン以降
のモニタリング調査に
ついては、留意しながら
調査を実施する。 

・ ムササビを餌としているが、
どんな時間に持ってくるの
か。 

・ 事務局：詳細については
確認できていない。 

・ その他の植生とはどんなも
のがあるのか。 

・ 事務局：確認する。 

2.平成２１年
繁殖シーズン
の調査結果に
ついて 

・ ＣＣＤカメラ
による観察状
況について報
告した。 

・ CCD 撮影記録
から哺乳類、鳥
類、爬虫類を餌
としていること
が把握された。
・ 他ダムのとの比
較の結果、その
地域の環境に応
じた餌を食べて
いることが把握
された。 

・ 他ダムの事例を取り入れて
まとめてあり、とても良い。
設楽ダムのデータについて
も公表できると良い。 

・ 事務局：モニタリング中
であり、まだ、全て公表
できるわけではないが、
公表できるものは公表
していきたい。 

3.平成 2２年
繁殖シーズン
の調査計画
（案）につい
て  

・ 平成 2２年繁
殖シーズンの
調査計画（案）
について説明
した。 

・ B ペアの調査頻
度を増加させた
計画案を提案し
た。 

・ Cペアは、工事区域に近づい
てきているので、もう少し工
事区域側の調査を考慮して
はどうか。 

・ 事務局：かつては、最も
事業と離れていたペア
だったが、現在は、工事
区域に最も近いペアに
なるため、調査内容につ
いて検討する。 

4．平成２２年
度に実施する
環境保全措置
等の検討につ
いて 

・ 平成２２年に
実施予定の工
事に関する環
境保全措置等
について説明
した。 

・ 平成 22 年度ま
での工事計画で
は、クマタカ３
ペアのコアエリ
ア内及びオオタ
カの高利用域内
での工事を予定
していないた

・ 今回、H21 年と H22 年の
工事計画が示されているが、
今後、12月あたりに報告を
兼ねてやる場合、来年の４
月、５月頃の工事はもう明ら
かにわかって、対策がとれる
というスケジュールになっ
ていくのか。 

・ 事務局：年末のこの時期
までには、来年度の大体
の工事箇所を絞り込ん
で、ご検討して頂くこと
は可能であると考えて
いる。 



・ 設楽ダムのペアは繁殖率が
とても低い。それは、生息環
境が悪いためと推測される。
そのため、繁殖率が良好な他
の地区で影響が少ない工事
でも、設楽ダムでは繁殖に影
響が出る可能性があり、工事
は慎重に進めた方が良い。 

・ 事務局：御指摘の通り、
慎重に進めていく。 

  め、事業による
影響は小さいと
報告しました。

・ 工事関係者への巣の情報の
提供は、工事関係者が、クマ
タカの繁殖阻害をしないよ
うに注意するという視点か
らは良いが、意図せず巣を見
上げてしまう等と言う行動
を取ってしまい、繁殖に悪い
影響を与える可能性もある
ので、巣の情報を提供する場
合には注意して欲しい。 

・ 事務局：注意する。 

 

 


